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 　 　これは同時に、国語科学習で、SDGs の観点から身の周りや社会全体に
関わる課題を自分の立場や他者との対話、批判的思考をはたらかせて発
見し、解決するためのより良い方法を創り出す力（創造的な「課題発見・
解決能力」）を育成したり、児童一人ひとりを未来を創る当事者（チェン
ジメイカー）として育成（「『未来の教室』と EdTech 研究会　第2次提言」
2019年6月25日経済産業省）する方法の具体的な実践提案でもある。
 　 　本稿は小学校6年国語科学習を例に、「持続可能な社会の創り手」の育成
（SDGs）、児童の創造的な「課題発見・解決能力」
（注1）
を育てるとともに、
教科を学ぶ意義（見方・考え方）とのつながりが明確な総合的探究的学習
システム、評価方法の開発等の実践提案である。
 　 　なお、本稿では学習を新たな発想や認識・価値観の形成に生かす方法を
明示したり指導者の評価に生かしたりできるような学習評価基準として、
「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三
観点について、教師用・児童用、それぞれの具体的な評価基準（ルーブ
リック）を開発し実践したことも特色の一つである
（注9）
。
 　 　今回は小学校6年教材を例にモデル的に1単元構想の実践を行った。こ
れ等は私の課題でもあるが、今後はカリキュラム・マネジメントの3つの
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創造的な「課題発見・解決能力」を育てる探究型国語科学習■
側面を生かした国語科からの（各教科からの）「教科等横断的な」実践や
より効果的な PDCA サイクルの構築、地域社会や伝統文化・歴史とのつ
ながり等も含めた、幼稚園・保育園から高校・大学までの系統的な授業提
案、「資質・能力を育成する」ビジョンと戦略、本質的で妥当な評価方法
開発が必要となるのではないか。本稿はそのための実践的試論でもある
（注3）
。
6　おわりに―未知の課題に立ち向かう勇気と資質・能力の育成―
　これから、私たちは前例のない「超高齢化社会」や「超スマート社会
（Society5.0）」の中をより人間らしく幸福になるために生きることが問われて
くる
（注1）
。社会構造の急速な変革による社会の様々な前提が崩れ、過去の成功
体験が通用しなくなると言われている、誰もが創造的な「課題発見・解決力
（チェンジメイカーの資質）」
（注1）
を手にする、身に付けられる機会を教育の
場から再構築する必要がある。
　子どもたち一人ひとりを未来を創る当事者として、より良い幸福な生き方
を探究できるように育てるためには、一つには本稿で問題提起したような各
教科での探究的学習や資質・能力を評価するパフォーマンス課題・ルーブリッ
クの在り方等を充実させていかなければいけないだろう。
　本稿は、そんな未知の課題に勇気を持って立ち向かうことができる子ども
たちに必要な資質・能力を育成するための教育実践の一例を提案した。なお、
開発した全学習シートの例示や実際に児童が記述した学習シートの分析や考
察、児童の学びの過程や変化・変容等の詳細については、紙面の関係で十分
に論じられなかった。別稿を期したい。
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【資料11】メタ認知のための児童用ルーブリック8項目（開発学習シート）
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創造的な「課題発見・解決能力」を育てる探究型国語科学習■
【資料12】「自然の驚くべきすごさから・・・」学習指導過程例
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【資料13】本単元全体のルーブリック8項目・教師用
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創造的な「課題発見・解決能力」を育てる探究型国語科学習■
付記
　本稿は、佐藤洋一（研究発表）「『総合的な学習の時間の指導法』における
『生き方』と資質・能力育成―『見方・考え方』の活用、『多様な角度から俯
瞰し課題を探究する学び』へ―」（日本教材学会東海・近畿・北陸支部研究
会、2019年3月中部大学名古屋キャンパス）等の理論的提案を基に、加藤洋佑
による公開授業研究会提案・模擬授業と討議等の骨子をまとめた（「21世紀型
教育研究会、2018年度公開授業研究会」2019年2月11日・ウインクあいち）。
授業は加藤の勤務校である愛知教育大学附属名古屋小学校・担任学級でのも
のである。
　佐藤は1～3、13～19頁と全体に関わり、加藤は3～18頁執筆と授業実践、教
材開発・学習シート開発等を行った。
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